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課題名課題名課題名課題名：：：：    ねじ式パンタグラフジャッキの製作 

        

施設名施設名施設名施設名：：：：    四国能力開発大学校 

        

課程名課程名課程名課程名：：：：    専門課程 訓練科名訓練科名訓練科名訓練科名：：：：    生産技術科 

        

課題課題課題課題のののの区分区分区分区分：：：：    総合制作実習課題 課題課題課題課題のののの形態形態形態形態：：：：    設計・製作 

 

課題課題課題課題のののの制作制作制作制作・・・・開発目的開発目的開発目的開発目的    

    

（（（（1111））））課題実習課題実習課題実習課題実習のののの前提前提前提前提となるとなるとなるとなる科目科目科目科目またはまたはまたはまたは知識知識知識知識、、、、技能技能技能技能・・・・技術技術技術技術 

機械設計、機械製図、CAD、材料力学、機械材料、機械加工（旋盤加工、フライス加工、

溶接、ワイヤカット）、組立、検査、評価 

（（（（2222））））課題課題課題課題にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ推奨段階推奨段階推奨段階推奨段階    

（１）の学科と実習の終了後 

（（（（3333））））課題課題課題課題によってによってによってによって養成養成養成養成するするするする知識知識知識知識、、、、技能技能技能技能・・・・技術技術技術技術    

設計、製図、図面の読解力、加工精度、加工・組立の応用力などの実践力 

（（（（4444））））課題実習課題実習課題実習課題実習のののの時間時間時間時間とととと人数人数人数人数    

人人人人    数数数数：：：：4 名    

時時時時    間間間間：：：：216 時間    

 

設計製図は重要な科目ですが、授業で設計製図したものを実際に製作することはほとんど

ありません。そのために、材料力学の必要性や図面指示内容の意味、加工精度の大切などが

十分に身をもって体験できていません。実際にこれらを体験し、その必要性や重要性を理解

し、身に付けることが本当の意味での実践技術と考えます。 

本課題は適当な難易度と作業分量で身近な対象物を課題にし、設計・製図から、製作・検

査までを行いました。これにより、設計から製作までの流れや方法、諸技術と技能を実際的

に学ばせることができ、実践技術力を付与または向上させることができたと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



課題課題課題課題のののの成果概要成果概要成果概要成果概要    

 

授業では設計製図や各種の加工実習は行っています

が、一つの課題を実際に製作することを前提にした、

一連のまとまった作業としての設計製図や加工実習を

行っていません。しかし、一つの課題について、設計

から製作まで一通りの作業を経験させることで、切れ

切れになっていた実習を一つの流れとして理解させら

れます。さらに設計での検討事項の意味や重要性、部

品の加工精度の大切さ、計画と実作業でのずれと修正、

カタログの見方と部品選定など多くの事を実践的に学

ばせられます。これらにより、ボンヤリしていた知識

や技術・技能の未熟さなどを確認させてより明確にすることにより、技術・技能のレベルア

ップや実践力の付与をさせることができました。 

 

課題制作課題制作課題制作課題制作・・・・開発開発開発開発のののの訓練訓練訓練訓練ポイントポイントポイントポイントおよびおよびおよびおよび所見所見所見所見    

 

設計製図における設計の進め方、強度計算の仕方、図面の書き方について指導したポイン

トを以下に紹介します。 

養成する能力 
（知識､技能･技術） 

課題制作・開発のポイント 訓練（指導）ポイント 

○基本設計の進め方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇計画図の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇強度計算 

 

 

 

 

 

 

◇計画図の確定 

●計画図の作成は 2DCAD で

行いました 

実物や例題を参考にして仕

様を満足する大きさ・形状を

仮決定させます 

個々の部品の加工方法を考

慮して形状を仮決定させます 

動作や干渉を図面で確認さ

せます 

●どこにどれくらの大きさの力

が作用するかを確認させます 

材料を選定させ、強度計算を

させます 

 強度計算から求めた寸法で

再度計画図の見直し、確認

を行います 

●計画図を確定します 

図１ 製作したジャッキ 



養成する能力 
（知識､技能･技術） 

課題制作・開発のポイント 訓練（指導）ポイント 

○設計力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○製図力 

 

◇標準部品の選定 

 

◇強度設計 

 

 

◇機構設計 

 

 

 

 

◇機械要素設計 

 

 

◇部品図の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇組立図の作成 

 

 

●必要な標準部品を選定させ

ます 

●材料力学を復習させながら、

力のかかり方と求める応力を

考え求めさせます 

●機能を満たす機構を確認さ

せます 

 シンプル性、コスト、加工性、

組立性、メンテ性などを考え

させます 

●要求を満足する標準部品を

各種のカタログなどから選定

させます 

●各部品の詳細図を作成させ

ます 

加工方法、寸法精度、はめあ

い、幾何公差、表面性状を考

えさせます 

JIS に従った図面を書かせま

す 

CAD の効率的な使い方を考

えさせます 

●組立図により各部品図の整

合性を確認させます 

 過不足の部品がないか確認さ

せます 

 組立順序を考えさせます 

 組立時の作業上の注意点を

考えさせます 

この組立図で誰でも誤りなく

作業ができるか確認させます 

JIS に従った図面を書かせま

す 

CAD の効率的な使い方を考

えさせます 

 



＜所見＞ 

設計したものを実際に製作し、それがうまく機能したときの学生の感動には大きいものが

ありました。本課題の場合、組立が完了した時点での学生の反応はそれ程大きくはありませ

んでしたが、自分たちの自動車を実際にジャッキアップさせることができた時の反応は大き

いものがありました。 

これは多分に、製作はしたものの、製作したジャッキが実際に自動車を持ち上げられるか

半信半疑で、十分な自信がなく不安だったものと思われます。それが壊れもせずにスムーズ

に持ち上がったことを目の当たりにして、感動し、真に喜びを持つことができたものと考え

ます。実践技術を付与していくうえで、このような経験や喜びは大切なことであり、学生に

自信を持たせることにつながると考えます。 

 

課題課題課題課題にににに関関関関するするするする問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先    

 

施設名施設名施設名施設名        ：：：：四国職業能力開発大学校       

住住住住    所所所所        ：：：：〒763-0093       

      香川県丸亀市郡家町３２０２ 

電話番号電話番号電話番号電話番号    ：：：：0877-24-6290（代表）       

施設施設施設施設 WebWebWebWeb アドレスアドレスアドレスアドレス    ：：：：http://www.ehdo.go.jp/kagawa/college/      

 

 


